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認知症に関する地域づくりを推進するための
若い世代への認知症啓発に関する研究事業
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認知症に関する地域づくりを推進するための
若い世代への認知症啓発に関する研究事業

Ａ．　背景と目的

　認知症に関する認識や知識はメディアで取り上げられる頻度が増えるにつれ、社会一般に広がり
つつある。高校生、大学生などの若い世代にとっても「認知症」という言葉を聞く機会は増えてい
る。その一方で、生活状況としては核家族化が進み、高齢者と生活する機会は減っている。その
ため、「認知症」という言葉そのものは聞いたことがあっても、実体験を伴った正しい理解をする機
会は決して多くない。また、若年性認知症に関しては、高校生、大学生の親が罹患する可能性も
あり、若年性認知症を含め認知症について知ることは若い世代にとっても重要なことである。今後、
認知症患者の数は増加の一途であり、これからの担い手となる若い世代に、認知症の正しい知識
を早くから伝えることは重要なことである。よって、一昨年、昨年に引き続き、本研究では若い世代
の中でも高校生を取り上げ、認知症に関する授業を実施し、それによる高校生の意識の変化につ
いて検討することを目的とした。

B. 方　法

1 対象者
　高校 2 年生 297 名（女子）。

2 授業の実施方法
　総合授業として認知症に関する講義を 90 分実施し、テキストとしては大府センターが高校生・
大学生向けに作成した認知症啓発のためのパンフレット「認知症ってなんだろう」を使用した。

主任研究者　小長谷 陽子　（認知症介護研究・研修大府センター研究部）
分担研究者　鈴木　 亮子　（広島国際大学　心理科学部）
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3 アンケート実施
　授業前後でアンケート（添付資料）を実施した。授業前後での意識の変化が見られるよう、共
通の項目部分を設けるなどして作成した。
　以下に、授業前後のアンケートの項目を比較した表を示す。

4 倫理的配慮
　アンケート実施に関して倫理的配慮について説明し、同意をする場合のみ記入することとした。
アンケートは無記名で行い、個人が特定されないよう配慮した。

表1　質問項目一覧表
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C．　アンケート結果

　アンケートの有効回答数は 297 名であった。
　授業前のアンケート項目の順に結果を示していく。前後で同じ項目の部分については、その比較
を示していき、その後に、授業後のみの質問項目について順に示していく。

1 授業前のみの項目
問 1『認知症について知っていますか？』

　認知症について「知らない」という人は 2% で、“認知症”という言葉についてはほとんどの生徒
が知っている。

問 2『若年性認知症について知っていますか？』

　“ 若年性認知症 ” については、「知らない」と答えた生徒が約 39% で、問 1 に比べるとかなり多くなる。

問 3『ご家族、ご親戚などあなたの身近に認知症のかたはいますか？』

　約84%の生徒は身近に認知症の方がいたわけではなく、実際に接したことはないことがうかがえる。
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問 4『問 3 で「1. 身近にいたが、現在はいない」「2. 現在身近にいる」と答えた方がお答

えください？』

　認知症の方が「1. 身近にいたが、現在はいない」「2. 現在身近にいる」という生徒の中で、
同居していた経験のある人は約 24% である。対象者全体でみた場合、認知症の人と同居した経
験のある人は 3.0（9 人 /297 人）％とごくわずかである。

問 5『あなたの認知症に対するイメージを書いてください（自由記述）』

　以下は、自由記述の抜粋である。
●問 3 で「1 . 身近にいたが、現在はいない」「2 . 現在身近にいる」と答えた人の回答の抜粋
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●問 3 で「3 . 身近にいない」と答えた人の回答の抜粋

　身近に認知症の人がいた生徒とそうでない生徒ともに物忘れという記述が多かった。身近に認
知症の人がいた生徒が挙げている具体例は、実際に日々 見聞きしているものなのだろうと思われた。
　また、身近に認知症の人がいた生徒とそうでない生徒ともに、本人の辛さや周りの辛さにも目が
向いていたり、本人の辛さを思う記述がある反面、negativeなイメージが先行しているものも多かった。
メディアによって認知症に触れる機会が多くなっていると思われるが、大変な病気であるという印象
も強くなっていることがうかがえた。
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2 授業前後での共通項目
問 6（授業前）：問 4（授業後）
　『認知症の基本的なことについて、高校生ぐらいの年齢の人たちも知っている必要があると思い
ますか？』

　授業後のほうが、認知症のことについて知っている必要があると感じている生徒（「とてもそう思う」
「そう思う」）が増加している。
　また、授業後では「とてもそう思う」という生徒が増加している。

問 7 ①（授業前）：問 6 ①（授業後）『認知症は物忘れと同じである』

　授業後のほうが、認知症が単なる物忘れでない
ことへの理解が進んでいる。

問 7 ②（授業前）：問 6 ②（授業後）『認知症になった本人は何もわからないから楽である』

　授業前後ともに、認知症の人自身も辛いという
ことを理解している。



− 101 −

問 7 ③（授業前）：問 6 ③（授業後）
『認知症の方には子どもと接するように接したほうがよい』

　授業後のほうが、「子どもと接するように接した
方がよい」という生徒が減ってはいるものの、1/4 

の生徒は「子どもと接するように接した方がよい」
と捉えている。「子どもと接するように」ということは、優しいことであると理解している可能性がある。
優しい気持ちを持ちながら、尊厳を持った大人として接することが大切であることをうまく伝える必要
がある。

問 7 ④（授業前）：問 6 ④（授業後）『認知症になるといろいろな気持ちも感じなくなる』

　授業後のほうが、認知症の方の感情が生きている
ことへの理解が進んでいる。

問 7 ⑤（授業前）：問 6 ⑤（授業後）『自分の家族が認知症になったら周りに知られたくない』

　授業後のほうが、家族が認知症なったことを隠して
おきたいといった抵抗感が和らいでいる。
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3 授業後のみの項目
問 1『認知症の授業はためになりましたか？』

　「ためになった」「まあまあためになった」
で 99% 以上を占め、ほとんどの生徒がためになったと感じている。

問 2『問 1 で「ためになった」「まあまあためになった」と感じた理由を書いて下さい』
( 自由記述 )』

●授業前の問 3 で「1. 身近にいたが、現在はいない」「2. 現在身近にいる」と答えた人の回答
の抜粋

　認知症の人が身近にいても授業を受けることで新しい発見があったり、誤った理解をしていたこと
への気づきがある。また、祖父母など具体的な相手への接し方を考えるきっかけにもなっている。
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●授業前の問 3 で「3 . 身近にいない」と答えた人の回答の抜粋

　認知症のことが前よりもわかったというだけでなく、祖父母や両親がなった場合など自分に引き寄
せて考えたり、それまで認知症に対して抱いていた誤解がなくなったということも含め、様 な々ことを
感じている。
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問 5『認知症に関して、皆さんが知っていたほうがいいと思うことや、もっと知りたいと

思うことなどについて書いてください ( 自由記述 )』

●「知っておいたほうがいいと思うこと」の抜粋

　認知症は病気であることや、認知症の人やその家族も辛いこと、認知症の方への接し方を知っ
ている必要があることなど、授業を行う際の実施者側の伝えたいことを受け取っていることがうかが
える。授業前の認知症に対するイメージの内容に比べ、認知症の人や介護する家族の立場にたと
うとしている視点の転換も見られ、若い世代も認知症に関する正確な知識を持つことの必要性がう
かがえる。
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●「もっと知りたいと思うこと」の抜粋

　認知症に関して少し知ることで、認知症の症状や、コミュニケーションの取り方など、介護する家
族のこと、予防のことなど更に詳しく知りたいと感じている。「介護をしていてうれしいエピソード」を
知りたいということも挙げられ、肯定的側面を伝えることで、新たな介護の捉え方にもつながると思わ
れる。また、より理解を深めるために実際に認知症の人と接してみたいという気持ちを抱いている生
徒もいた。
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D.　考　察

　「認知症」という言葉に関しては「知らない」と答えた生徒が約 2% であるのに対し、「若年性
認知症」に関しては、約 39%と増加する。認知症は高齢者の病気というイメージが強いが、今回
の対象者である高校生の親も罹患する可能性はある。認知症について知ってもらう際に、若年性
認知症についても触れることは若い世代への啓発という意味でも重要である。
　生活状況の変化により、高齢者と同居する世帯は減少している。今回の調査でも、身近に認知
症の方がいた生徒は全体の約 13% であり、同居した経験のあるものになると全体の約 3％とごくわ
ずかであった。そのため、生徒達が抱いている認知症のイメージは、実体験に基づくものというより、
マスメディアや書籍などによるものと考えられる。
　認知症の高齢者が身近にいた生徒が挙げている具体例は、実際に日々 見聞きしているものなの
だろうと思われた。身近に認知症の人がいた生徒とそうでない生徒ともに、本人の辛さや周りの辛さ
にも目が向いていたり、本人の辛さを思う記述がある反面、negative なイメージが先行しているもの
も多かった。しかし，生徒の約 89% は「認知症の基本的なことについて高校生くらいの人たちも知っ
ている必要がある」と授業前から考えており、認知症の関する正確な知識を伝えることは重要なこ
とである。
　認知症に関する具体的な理解も授業後のほうがパーセンテージが増加しており、「自分の家族が
認知症になったら周りに知られたくない」という抵抗感も和らいでいる。具体的なレベルでも授業を
受けることで、よい影響がみられる。
　「認知症に関して知っていたほうがいいと思うこと（自由記述）」で生徒が挙げた「認知症は病
気であること」「認知症の人やその家族も辛いこと」「認知症の方への接し方」といったことは、
今後このような取り組みをする際に、より丁寧に伝える必要がある。また、認知症に関して少し知る
ことで、更に詳しく知りたいと感じるようで、「症状のこと」「より具体的なコミュニケーション」「介護
する家族のこと」などが「もっと知りたいと思うこと（自由記述）」としてあがっている。更には，より
理解を深めるために実際に認知症の人と接してみたいという気持ちを抱いている生徒もおり、「知る」
という行為が、更なる興味・関心や問題意識の芽生えにつながっている。

E .　まとめ

　日本は既に超高齢化社会で、認知症の患者数は今後ますます増加する。若い世代は、多くの
認知症患者と向き合わなければならない世代でもある。
　アンケート結果では、授業後のほうが認知症への理解が進み、問題意識も芽生えていた。この
ような授業を行う取り組みは、若い世代の認知症への意識の確認もでき、意識の変化にもつながる
ことが示唆された。
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【添付資料】
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平成２４年度 認知症介護研究・研修大府センター研究報告書（研究部）

施設における認知症高齢者のQOLを高める新しいリハビリテーションの普及に関する研究事業
−「にこにこリハ」「いきいきリハビリ」の普及−

BPSDを呈する認知症高齢者への非薬物療法に関する研究
−環境設定のためのパラメトリックスピーカーの有用性−

シングル介護者（現役世代で独身の介護者）が抱える課題の抽出とその支援策に関する研究事業
認知症に関する地域づくりを推進するための若い世代への認知症啓発に関する研究事業
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